
Time State Subject

関係機関

県地方
対策部

県災害
対策本部

消防団
警察ほか

1 タイムライン発動やステージ移行に伴う周知 ◎ ○ ○

2 防災情報プラットフォームの活用 ○ ○

3 報道機関からの問い合わせ対応（随時） ○ ○

4 県民からの問い合わせ対応（随時）　（Ｌアラート、ＳＮＳ、ＨＰ等参考） ○ ○

要行動 行動中 行動完了

001 台風発生情報の確認、桑員地域広域避難タイムライン発動の検討開始

002 避難市町と桑地防で情報共有体制確立 ○

003 台風の進路、勢力を分析 ○

　①紀伊半島付近を通過すると予想されるか？

　②台風は以下いずれかを超える勢力まで発達する予測か？

　　【中心気圧910hpa　または　瞬間最大風速75m/s(150kt/h)】

①かつ②が成立＝ＴＬステージ１：【広域避難　タイムライン発動】へ ○ ○

その時点で判断がつかない場合は、以降の予測等で随時分析〔003へ〕 ○

①かつ②が確実に成立しなくなった時点で桑員地域広域避難タイムライン検討解除 ○

　※以降通常の台風時タイムラインが発動される場合がある

要行動 行動中 行動完了

101 ゼロアワー(高潮による浸水が始まる予測日時）の仮設定 ◎

102 避難完了目標日時（ゼロアワーから１２時間以上前かつ安全に行動できる最終期限）仮設定 ○

　※これらは最新の台風情報により随時見直しを行う

103 検討着手報告、連絡体制の構築 広域避難の必要性の検討に着手した旨を受入市町、桑地防に報告し連絡体制構築 ○

104 避難市町、職員配備体制の確認、配置準備・周知

105 受入市町、関係部署に避難受け入れの可能性を周知

106 一時滞在施設の管理者に連絡、使用（予約）状況の確認

107 台風の進路、勢力を分析 ○

　①紀伊半島へ上陸し、当地域付近を通過する可能性があるか？

　②上陸時に930hpa以下の見込みか？

108 気象庁発表の予報を分析（発表は3､9､15､21時の約50分後） ○

　①紀伊半島へ上陸し、当地域若しくは西寄りを通過するか？（予想進路内か？）

　②上陸時に930hpa以下、若しくは最接近時940hpa以下の予測か？

①かつ②が成立＝ＴＬステージ２：【広域避難　準備】へ移行確認と周知 ◎ ○

その時点で判断がつかない場合は、以降の予測等で随時分析〔108へ〕 ○

①かつ②が確実に成立しなくなった時点で桑員地域広域避難タイムライン解除 ○

　※以降通常の台風時タイムラインが発動される場合がある
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問い合わせ対応・情報提供

いつ（何時） 何を（行動）

概ね７～
　５日前

想定される状況等
（自然現象や気象情報など）

日本の南～東方海上に
台風発生
・気象庁進路予報 等

台風発生時

気象庁が５日予報を発表

ＴＬステージ１：【広域避難　タイムライン発動】
※広域避難を視野に入れた行動を開始する

気象庁５日予報分析・検討

台風情報の分析・検討

広域避難体制の構築

広域避難の検討着手
避難完了目標の仮設定

伊勢湾台風規模の台風が
紀伊半島上陸～県北部を
通過する可能性がある

桑 員 地 域 広 域 避 難 タ イ ム ラ イ ン

三重県

台風情報の分析・検討

行 動 項 目

各ステージ共通項目

タイムラインの情報共有

誰が（運用主体）

Check Action

目安となる
時系列 チェック欄 項目

No.

 

ＴＬステージ０：【広域避難　タイムライン検討】
※発生した台風の進路・勢力が、当地域で高潮による浸水被害を発生させる可能性があるかを分析する

台風発生情報の確認、情報共有

行 動 内 容 避難市町
（桑名市、木曽岬町）

受入市町
（いなべ市、東員町）

◎

◎

◎

■各ＴＬステージにおける行動項目は、確認すべき項目という 視点で記載している。

必ず実施することを示すものではない。

また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる

■桑員地域広域避難タイムラインにおける「ゼロ・アワー」

「台風接近により当地域で高潮の浸水発生が想定される時点」

■凡例 ◎ ⇒ 主たるセクション・情報を発信する立場

○ ⇒ 関係セクション ・情報を共有する立場



Time State Subject

関係機関

県地方
対策部

県災害
対策本部

消防団
警察ほか

いつ（何時） 何を（行動）

想定される状況等
（自然現象や気象情報など）

桑 員 地 域 広 域 避 難 タ イ ム ラ イ ン

三重県
行 動 項 目

誰が（運用主体）

Check Action

目安となる
時系列 チェック欄 項目

No.

 

行 動 内 容 避難市町
（桑名市、木曽岬町）

受入市町
（いなべ市、東員町）

■各ＴＬステージにおける行動項目は、確認すべき項目という 視点で記載している。

必ず実施することを示すものではない。

また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる

■桑員地域広域避難タイムラインにおける「ゼロ・アワー」

「台風接近により当地域で高潮の浸水発生が想定される時点」

■凡例 ◎ ⇒ 主たるセクション・情報を発信する立場

○ ⇒ 関係セクション ・情報を共有する立場

要行動 行動中 行動完了

201 開設可能な一時滞在施設及び受入可能人数の把握、受入調整 ◎ ○

202 バス利用者数の想定　→　必要台数の算出　→　運行工程・計画案の策定 ○ ○

203 広域避難支援職員・車両派遣準備 ○ ◎

204 一時滞在施設開設準備（受け入れ可能日時調整） ○ ○

205 一時滞在施設周辺の駐車場を確保

206 一時滞在施設現地要員に出動準備指示

207 一時滞在施設に必要な資機材・物資等を搬送準備   

208 消防団へ配備準備を連絡 ○

209 警察へパトロール開始に向けた準備を要請 ○

210 三重県バス協会へ災害協定によるバス輸送の可能性を連絡（予約）【施設へ】 ○ ◎

211 県災害協定以外の輸送依頼先へ可能性を連絡（予約）　　　　　　【地域内】 ○ ○

212 社会福祉協議会へ地域内避難行動要支援者の集約依頼の可能性を連絡、集約計画策定依頼

213 広域避難に関する情報を共有 ゼロアワーおよび避難完了目標日時の仮設定状況、避難側・受け入れ側・関係機関の体制・準備状
況等の情報を整理し上層部へ報告

○ ○

214 広域避難受入確認 避難市町から受入市町へ広域避難受入の了承を確認 〇 〇

要行動 行動中 行動完了

301

広域避難を決定
受入要請、受入決定
災害対策本部設置

広域避難を決定
受入市町及び県へ決定連絡、受入市町へ受入要請、受入決定
災害対策本部設置（避難市町、県）

◎ ◎

302 ゼロアワー(高潮による浸水が始まる予測日時）の設定 ◎ ○

303 避難完了目標日時（ゼロアワーから１２時間以上前かつ安全に行動できる最終期限）設定 ○ ○

304 一時滞在施設開設日時決定 ○ ○

305
避難対象住民へ、目標日時までに浸水地域外への避難を指示
（防災行政無線、緊急速報メール、広報車・消防団巡回）

○ ○

※できる限り避難先を確保した自主避難を推奨

※一時滞在施設開設場所・日時発表

※避難行動要支援者については、バス配車場所への参集を案内

306 報道発表、記者会見 ○ ◎

307 避難対象地域内の小・中学校休校措置、学校連絡網でも避難の決定を発信依頼

308 県内高等学校へ広域避難のため、登校できなくなる生徒への配慮周知 ○ ○

309 商工会、避難対象地域内企業等へ広域避難の周知

310 県本部にバス要請を依頼、運行工程・計画案を添付　【施設へ】 ○ ○

311 三重県バス協会へ災害協定によるバス輸送を要請　　【施設へ】 ◎

312 三重県バス協会から対応可能状況を入手　　　　　　【施設へ】 ○ ◎

313 バス運行計画を決定　　　　　　　　　　　　　　　【施設へ】 ○ ○

314 県災害協定以外の輸送依頼先へバス輸送を要請　　　【地域内】 ○ ○

315 社会福祉協議会へ地域内避難行動要支援者の集約を依頼

316 一時滞在施設開設作業

317 一時滞在施設へ職員派遣

318 一時滞在施設へ資器材・物資等搬送   

319 消防団へ避難広報（巡回等）を依頼 ○

320 警察へパトロール・避難広報を依頼 ○

321 関係機関の支援 広域避難支援職員・車両派遣 ○ ◎
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広域避難が決定される概ね７２～
４８時間前

伊勢湾台風規模の台風が
紀伊半島上陸～県北部を
通過することが
予測されている

概ね５～
　３日前
(72時間前)

避難行動要支援者輸送準備

関係機関に対する要請

一時滞在施設の開設作業

避難行動要支援者輸送要請

広域避難に係る措置

広域避難の決定を発表

広域避難に係る時間設定

ＴＬステージ３：【広域避難　決定、自主避難開始】
※避難市町長の判断で広域避難が決定され、自主避難開始、一時滞在施設の開設を実施する

ＴＬステージ２：【広域避難　準備】
※広域避難が決定されることを想定し、準備をする

関係機関に対する準備要請

一時滞在施設開設準備

広域避難体制の構築



Time State Subject

関係機関

県地方
対策部

県災害
対策本部

消防団
警察ほか

いつ（何時） 何を（行動）

想定される状況等
（自然現象や気象情報など）

桑 員 地 域 広 域 避 難 タ イ ム ラ イ ン

三重県
行 動 項 目

誰が（運用主体）

Check Action

目安となる
時系列 チェック欄 項目

No.

 

行 動 内 容 避難市町
（桑名市、木曽岬町）

受入市町
（いなべ市、東員町）

■各ＴＬステージにおける行動項目は、確認すべき項目という 視点で記載している。

必ず実施することを示すものではない。

また、行動項目の実施については、順番にとらわれない臨機応変な対応が求められる

■桑員地域広域避難タイムラインにおける「ゼロ・アワー」

「台風接近により当地域で高潮の浸水発生が想定される時点」

■凡例 ◎ ⇒ 主たるセクション・情報を発信する立場

○ ⇒ 関係セクション ・情報を共有する立場

要行動 行動中 行動完了

401 一時滞在施設に必要な資機材・物資等を搬入

402 一時滞在施設および周辺駐車場に職員を配置

403 一時滞在施設を開設、受け入れ開始 ○ ○

404 要支援者の避難状況を把握し、情報共有 ○ ○

405 一時滞在施設周辺の駐車場誘導

406 避難行動要支援者輸送 バス配車場待合場所整備、運営、参集者を受け付け　→　一時滞在施設へ

407 要支援者戸別確認 自主避難の情報がなく、一時滞在施設で確認できない要支援者宅を訪問し確認

要行動 行動中 行動完了

501 避難最後の呼びかけ 残留住民に避難の最終呼びかけ（広報車、消防団） ◎

502 職員避難 避難対象地域内の公的機関職員、消防団避難（除：残置要員） ◎

503 滞在者数等把握、滞在者支援、体調不良者把握・措置

504 物資（飲料水、食事、毛布等）供給

505 一時滞在施設状況情報共有 ○ ○

506 現状報告、情報提供、共有 残置要員から避難対象地域の現状を発信　→　施設滞在者へ提供、関係機関共有 ○ 〇

507 残留住民への警戒喚起 残留住民に警戒および浸水等発生した場合には命を守る行動を取るよう呼びかけ

台風通過後 508 被害（浸水）状況確認 残置要員から避難対象地域の現状を発信　→　施設滞在者へ提供、関係機関共有 ○ ○

509 自主避難者の情報把握 自主避難先に避難した住民の情報を把握し、情報共有 ○ ○
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台風が当地域から離れ
潮位低下、暴風終息

ＴＬステージ５：【広域避難　完了】
※避難行動要支援者の輸送を完了させる（一時滞在施設は随時受け入れ、自主避難は引き続き呼びかけ）

一時滞在施設の運営

一時滞在施設の開設、受け入れ

ＴＬステージ４：【広域避難　一時滞在施設受け入れ開始】
※一時滞在施設が開設され、受け入れが開始される

台風通過中
大雨･暴風･高潮特別警報など

台風通過中

台風接近
交通機関運休、高速道路閉鎖
大雨･洪水･暴風･高潮警報など
大雨･暴風･高潮特別警報など

避難完了
目標日時
（概ね
12時間前）

一時滞在施設の開設
受け入れ開始

一時滞在施
設開設日時
（概ね
48～36時間
前）


